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細胞の壊死は殆んど認められない。
無貰痘性の肝硬変症に於ける BSP停滞の程度は
肝細胞の異型性，間質反応，即ち小葉内，グ氏鞘の
細胞浸潤，結合織増殖等に関係し，結節性肥大の時
より，肝細胞芽腫性 (hepatoblastomatos)叉は腫
蕩性増殖の時!r.BSP値に著明な変化が現われる。
肝細胞の異型性の弱い結節性肥大で、は BSPテスト
は中等度の障碍であるが，肝細胞全体lと腫蕩性の変
化をみる例では間質反応軽度にかかはらず BSP値
は増強する。叉尿ウロピリノーゲンは細胞の壊死，
変性，再生に関係し，肝細胞の障碍高度ではまし，
その再生明かな時はへる。間質の結合織増殖，細胞
浸潤の強いものでは増加する。 
14. ラッテ腹水肝癌細臨内におけるアルカリ性
フォスファターゼ分布について
大学院2年西村 明
癌組織において，アルカリ性フォスファターゼ活
性が高まるととが知られているが，癌細胞内におけ
る本酵素の分布がどのようになっているかを正常細
胞と比較して検討した。 
すなわち，ウィスター種白ネズミを用いてその正 
常肝および再生肝， DAB腹水肝癌 (AH130，AH 
7974)の4種の細胞をそれぞれ Hogeboomの方法
に従って冷凍超遠心を行ない，核， ミトコンドリ
ア，マイクロソーム，上清の 4分画応分け，それら
の酵素活性をパラニトロフェノール、法で、測定した。 
一方， Lowryらの改良法lとより各分画の蛋白量を 
求め，酵素活性の細胞内分布を De Duveの方法
によって表現し，図示した。
ホモヲネート比活性は正常肝，再生肝にくらべ
AH 130では極めて高いが， AH 7974ではむしろ
低かった。核， ミトコンドリア，マイクロソーム，
上清の各分画についても AH 130が高い傾向を示
した。細胞内酵素活性の分布像をみると，正常肝と
再生肝は各分画の相対的比活性は大体似ているが，
いずれも核の総活性の占める割合が大であって，癌
細胞では正常肝，再生肝にくらべてミトコンドリア
の相対的比活性が核のそれより高い点が異なってい
た。マイクロソームでは相対的比活性が同じ腹水肝
癌でも AH130では極大， AH 7974では極小とい
う甚しい差を示した。
2種の癌細胞はナイトロ少エン・マスタード応対
する延命効果が異なっていて AH130は感受性が
高く， AH 7974は弱いと報告されているが， 以上
の結果から，叉そのほかの組織学的，生化学的見地
からみても，ホモツネートにおける比活性の甚しい
差別とあいまって， 細胞内酵素活性度分布の相違
は，これら 2種の癌の制癌物質に対する感受性の差
異と何らかの関係があるように思われる。
15. ブドウ球菌の薬剤耐性獲得に関する実験的
研究
大学院2年斎藤建夫
ブドウ球菌の薬剤耐性の問題は，耐性菌による感
染の増加と共1[.，重要な問題となって居り，中山外
科Iζ於いても高率に耐性菌の分離が認められてい
る。乙れらの問題に近ずく為!r.，入院患者化膿巣よ
り分離した 3株と継代されてきた寺島株とを使用
し， in vitro で、耐性獲得実験を行なった。 4株の
性状は，コアグラーゼ陽性，マニット分解で， 2株
は感受性菌， 1株は， PC， SM耐性， 残りの 1株
は PC，SM:，TC 3剤耐性を示した。
実験方法は， Szybalskie により斜面寒天平板法
を用い， 18時間斜面培地発育菌をヴィヨン1[.，エー
ゼ24時間培養し，それを斜面寒天平板上応接種し，
10日聞にわたり観察し最高濃度に発育せる菌を，更
1[.同様な方法で耐性上昇を行なった。 
耐性上昇倍数と継代回数の関係を使用株と薬剤と
の観点から観察すると， 株による耐性上昇の差は
少なく，薬剤による差を認めた。薬剤では， SM， 
EM，KM，OMでは耐性上昇が早く， PC，TC， 
CPでは徐々であった。感受性株と耐性株の聞に
は，著しい差は認められなかった。斜面寒天平板法
による耐性菌の発育形式は，三つに分け考えられ
た。 CPでは，菌の発育が発育阻止濃度で明白に境 
界され，長時間培養により，少数の耐性菌の発育
が，境界の近い部に生じ， PC，では境界都が明白で
なく，コロニー数の減少が境界となり，耐性菌の発
育の部分が狭く， TCでも同様であった。 SMは比
較的境界の明白な菌の発育部と発育阻止濃度にも広
く生じた耐性菌の，みられる型で， EN，KM，OM 
がほぼ同様な型であった。斜面寒天平板法による耐
性菌の発育形式は，耐性獲得の難易を示しているも
のと考えられた。
新らしい抗生物質に対しても，次々と耐性菌の出
現が考えられ，その乱用並びに，耐性獲得の具体策 
を強力にすすめる必要があると考える。
